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株式会社日本クラウドキャピタルとの資本業務提携契約締結に関するお知らせ 

 

 当社は、本日、以下のとおり株式会社日本クラウドキャピタルとの資本業務提携契約を決定し、契約

の締結を行いましたのでお知らせいたします。 

 

 

１．資本業務提携の理由 

日本クラウドキャピタルが提供する「FUNDINNO」（注１）を利用した株式発行会社は、非上場であり

ながら多くの外部株主が生じることから、IR 活動は必要不可欠ですが、IR に割くリソースが足りてい

ないことが多く、課題があります。 

当社は、投資家との対話を DX（デジタルトランスフォーメーション）化することで、IR の効率化と

投資家への企業理解を深めファン投資家を育成するサービス「I-Robee」（注２）を提供しており、日本

クラウドキャピタルが提供するクラウド経営管理ソフト「FUNDOOR（ファンドア）」（注３）の IR業務の

効率化、省人化により CXOを煩雑な管理業務から解放し、より事業に集中できる環境を提供するという

コンセプトとも合致しています。また、ファン投資家を育成するという想いに共感していただき資本業

務提携に至りました。 

 

（注１）「FUNDINNO」について 

株式投資型クラウドファンディングサービスのプラットフォームです。1口 10万円前後の少額から、

IPOやバイアウトを目指すベンチャー企業に投資することができます。 

 

（注２）「I-Robee」について 

IR（Investor Relations）の DX化を支援するコミュニケーションボットです。受け身の IRではなく、

自社に関心を持った投資家へプッシュ型の情報提供と、長期的なつながり、フィードバックを大事にし

ます。 

 

（注３）「FUNDOOR」について 

株主管理・株主総会・財務管理をサポートするクラウド経営管理ソフトです。CXOを煩雑な管理業務か



ら解放し、より事業に集中できる環境を提供しています。 

 

２．資本業務提携の内容等 

（１）業務提携の内容 

本業務提携により、当社の「I-Robee」を「FUNDINNO」を利用する株式発行会社に提供し、IR担当者

の負荷を軽減させるとともに、「FUNDOOR」との連携も視野に入れ、株式発行会社に対するサポートの幅

を広げることでベンチャー企業の成長支援をしたいと考えています。 

 

（２）新たに取得する相手方の株式又は持分の取得価額 

日本クラウドキャピタルが第三者割当により新株式（普通株式）100,000株を発行し、取得価額 50,000

千円にて当社がそれを引き受けております。なお、当該株式取得による当社の保有比率は僅少となりま

す。 

 

３．資本業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社日本クラウドキャピタル 

（２） 所 在 地 東京都品川区東五反田５-25-18 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役 柴原 祐喜/大浦 学 

（４） 事 業 内 容 株式投資型クラウドファンディング「FUNDINNO」の運営 

（５） 資 本 金 21億 7,247万 9,340円（2021年３月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2015年 11月 26日 

（７） 
大 株 主 及 び 

持 株 比 率 
非公開とすることを求められているため記載しておりません。 

（８） 
上 場 会 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当該会社の普通株式 100,000 株を保有して

おります。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 
当社は当該会社にマーケティングサービス

の提供を行っております。 

関連当事者への

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 
当該会社の直近３年間の

経営成績及び財政状態 
非公開とすることを求められているため記載しておりません。 

 

４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2021年３月 11日 

（２） 契 約 締 結 日 2021年４月６日 

（３） 事 業 開 始 日 2021年８月（予定） 

(注) 上記の取締役会において、資本業務提携契約の締結を代表取締役に一任する旨を決議しております。 

 



５．今後の見通し 

今回の日本クラウドキャピタルとの資本業務提携による、業績に与える影響は軽微であると考えてお

りますが、業績に重要な影響を与える事象が生じましたら、改めて報告させていただきます。 

 

以上  


